










野菜の匂いや味はもちろん、五感を使って清瀬
を感じてもらいたいので、積極的に清瀬に来て
もらって、清瀬野菜を提供している飲食店で
食事を楽しみながら私たちが愛情込めて作った
野菜を美味しく食べてもらえると嬉しいです。

消費者の皆様へ

今の野菜を作り始めた理由を教えてください
祖父母の時代は根菜類を主に生産していましたが、農業
を取り巻く環境や社会情勢が大きく変化していく中で、
限られた農地で確実に収益を上げるために、高効率かつ
収益性の高い、ホウレンソウやカブ、ニンジンなどの品目に
切り替えて今に至ります。特に、ニンジンは清瀬市を
代表する特産品なので、力を入れて生産しています。
加工品は１２年前に「清瀬の特産でもあるニンジンを
一人でも多くの方々に知ってもらおう」と家族と話して
いた時期に、農業の６次化で加工品を作ろうと思った
のが「赤い魔法」にんじんジュースの始まりでした。
品種にこだわり、生食としても甘さがあり、ニンジン臭
が少ない品種を原料に、「サラッとゴクゴクと飲める
ジュースを作りたいと」思っていたところに、今の製造
工場と運命的な出会いがあり商品化が実現しました。

小寺さんが農業をはじめたきっかけ
幼少期から農家の後継者として、農作業の仕事を
手伝っていて、農業高校、農大を卒業してすぐに就農
しました。今では、たくさんの生産者仲間たちと共に
清瀬の農業を盛り上げていこうと、頑張っています。

都市農業のやりがい
耕地面積５ha、作付面積１０ha と都市農業としては
比較的広い面積の生産規模と生産量をもっています。
そうした状況の中で経営に関わるコストやリスク、また
天候等自然を相手にすることの難しさなど様々な問題
がありますが、それらを乗り越え、真心こめて作った
農産物を消費者に届けることが出来た時に、とても
やりがいを感じます。何より、清瀬で楽しく農業が
出来てることに、とても感謝しています。

清瀬の好きなところ
畑が多いところが好きです。畑があって、緑があって、
のどかなところに魅力を感じますし、ほっとします。

今後の展望
おいしい農産物をたくさんの方々に食べて頂けるよ
うに、安定的かつ断続的に生産できるように頑張り
たいです。また、耕作できなくなった土地を積極的に
活用し生産面積を拡大していきたいと思っています。
次の世代にもしっかりと農地を残し、農業を担って
もらえるような持続可能な農業経営を目指すと同時
に清瀬の農業を守っていきたいです。
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日々、美味しいイチゴ作りの研究をしながら
頑張っています。ひとりでも多くの方に美味
しいイチゴを知ってもらえるように愛情を
込めて作ったイチゴは甘味と旨味が口の中で
広がります。１２月から販売、３月頃からはいちご
狩りもできるので是非食べに来てください。

消費者の皆様へ

イチゴを作り始めた理由を教えてください

我が家は江戸時代から続く野菜農家ですが、私の

就農をきっかけにいちご農園も始めました。

イチゴにした理由は、都内にあるいちご農園さんの

ラジオインタビューを聞いたことでイチゴ栽培に

興味が湧いて、実際に埼玉の農園で今までに食べた

ことがないくらいの美味しいイチゴを食べて感動

したことです。その後、また別の埼玉の研修先で

勉強をさせてもらい、家族の協力も得ていちご農園

に挑戦することができました。《圭緒理》

土屋さんがいちご農園を開設させるまで

イチゴは大規模な施設が必要になりますし、本当に

美味しいイチゴができるのかという不安もありまし

た。ですが、妹が頑張っている姿を見ているうちに

信じてサポートしようと決めました。《友嗣》

都市農業のやりがい

「今まで食べたことない美味しいイチゴだった」と

お客様から生の声を頂けたことが励みになりました。

今までは市場取引をしていたためお客様の声を聞け

ることはありませんでしたが、いちご農園を始めてか

らは清瀬の人々やインターネット販売で直売をして

いるので直に感想を頂けることが嬉しいです。《友嗣》

イチゴを育てる難しさ、難易度が高いところにやり

がいを感じています。温度や湿度の管理の違いで

イチゴの味にかなりの変化が出てしまうので、一生

学び続けることが大切だと感じています。《圭緒理》

清瀬の好きなところ

都心からも結構近くて、利便性もよくて、治安がいい

ことが魅力です。心が豊かな人が多くて、こどもたち

は自然の中をのびのびと元気よく遊び回っている。

こういったところを大切にしていきたいです。《友嗣》

今後の展望

将来的にハウスをもう一棟増やしたいという目標が

ありますが、まずは苗作りを自分たちで一から本格

的に始めたり、楽しいイベントを開催したり、ジャム

などの加工品も充実させていきたいです。《圭緒理》

イチゴ (１２月中旬〜５月下旬頃)

いちご狩り (３月上旬〜５月下旬頃)
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